
 

第 67 回日本神経学会学術大会 終了の御礼 

 

日本神経学会 会員各位 

謹啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

此の度は、横浜に於いて開催しました第 67 回日本神経学会学術大会にご参加いただき、誠に有難うござい 
ました。お蔭様で現地参加は約 6,900 名、WEB 視聴者を含めると約 9,900 名の多くの皆様にご参加いただき、
盛会裡に終了できました。大会長として大任を無事務められたことは、ひとえに皆様のご支援の賜物であり、
心より御礼申し上げます。 

運営に際しましては、学会事務局及び運営事務局の尽力のもと、作業を進められました。プログラム編成では、
学術委員会委員・教育プログラム小委員会委員をはじめ多くの関係各位に多大なるご協力をいただきました。
大会テーマは「みんなの神経学会 ～未来への戦略～」といたしました。日本神経学会ならびにこの国の 
脳神経内科医の過去から現在を振り返り、多様性を包摂するこの学会の未来を展望する大会となることを 
目指しました。数多くのシンポジウムや教育関連の企画も用意しましたが、特に多様性と未来戦略を念頭に 
おいた内容に力をいれました。皆様のご尽力、ご参加により、大会の趣旨に沿った盛会となりましたこと、 
厚く御礼申し上げます。 

このように皆様からたくさんの御協力と御支援を頂き、学術大会を開催・運営することができました。ここに
改めて感謝いたします。 

以上、簡単ではございますが御礼のご挨拶とさせて頂きます。 
皆様の益々のご活躍とご健勝を心よりお祈り申し上げます。 

謹白 

2026年 5 月吉日 
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